
2021 年度 取り組み状況 

≪2021 年度 健康管理目標≫ 

・2 年連続高ストレス職場※ゼロ 

・疾病予防のための特定保健指導 100％実施 

※「高ストレス職場」とは，総合健康リスク 120 以上の職場であり，ストレスチェックの集団分析に基づき算定される。 

 

１．活力を生むウェルネス活動 

１）ウェルビーイング活動 

 ・2020 年から健康度調査を行い，職場の活性化の状態を可視化している。従業員の豊かな人生を目指す

ウェルビーイング向上のパイロット職場を選出し，職場と従業員一ひとりのウェルビーイング実現に

向けた施策を職場と人事，産業保健部門と連携しながら取り組んでいます。 

 
 

２）食生活改善・運動促進への取り組み 

・食生活や運動促進など，生活習慣の改善・向上，職場の健康文化の醸成を目的として，IHI グループ健

康保険組合から提供されているポータルサイトを活用

し，毎年 10 月からの 2 か月間は，全社で健康チャレン

ジキャンペーンを開催しています。    

     

健康チャレンジ参加率 

2020 年度 51.8％ 

2019 年度 46.1％ 

                          

健康チャレンジコース 



3）女性社員へ健康教育および婦人科がん検診の受診啓蒙 

・女性社員に対して，E-ラーニング教育を行い，女性特有の病気や「乳がん検診・子宮がん検診」の重

要性を教育し，女性特有の病気のケアやメンタルケアなど，女性が健康で働くための健康支援を行っ

ています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．基盤となるヘルスケアの継続 

    

  １）健康診断の有所見者※減少への対策 

・2020 年度の健康診断の有所見率は 79.9％であり，全国や IHI グループ会社の平均値より高い現状で

す。各事業所の保健師が集団指導や対面指導や ICT ツールの活用によるリモート面接による保健指導

を行い，生活改善に向けた取り組みを行っています。特定保健指導実施率は，2019 年 36.0％から

2020 年 56.3％と改善しています。※有所見とは弊社基準の「要経過観察者と要医療者」の合計 

 

２）メンタルヘルス対策 

・ストレスチェックの集団分

析に基づき算定された総合

健康リスク 120 以上の職場

を「高ストレス職場」と

し，高ストレス職場の改善

活動に取り組んでいます。

管理職の教育，職場の改善

計画，職場の管理職と人事

や保健師との対話を増や

し，2021 年 10 月の調査で

は，2020 年の高ストレス職

場はすべて改善しました。 

 

 

 



 

５）新型コロナウィルス予防対策 

・新型コロナウィルス感染予防対策は，三密回避，席のパーテーションを設けるなどの他に，原則，在

宅勤務の期間をつくるなど感染予防対策のため従業員間の接触を避ける対策を行っています。 

・2021 年は，コロナ禍の従業員の健康状態を把握するため，コロナアンケートを行いました。 

その結果から，コロナ禍で精神的疲労を感じる人が増えているとわかりました。そこで，「コロナ禍のこ

ころの健康について」の健康ニュースの発行をし，併せて産業医や保健師の相談先を紹介しました。 

 

 


